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職人復権 ・次世ftモノづくり塾

～ ポ ス ト エ 業 社 会 へ 次 の 一 ■ 、 無 森 の 夜 で 新 ・価 値 夕1 建 を ～



1995年 12月 11日 (月)～1996年 8月6日 (火)全 10回 於 ・資生堂別館3F会議塁

企 画  委  員 ●岩城陸奥/資生堂宣伝部

冒沢木賞/長銀総合研究所

森  清 ノ羽生田鉄エ

山口昌イヤGK道具学研究所

渡辺英夫/渡辺デザイン研究所

● 開催 の こ とば●

5年目を迎える資生堂デザインフォーラムでは今回
“
職大

"を
テーマにと

りあげました。

いま、モノづくりの価値が見直されています。昔の職人の手づくりには、

ほっと心安らぐものがありました。近末来のモノづくりにも、人間の知、

精神性、非合理性といった要素が必要であるということを示峻している

のではないでしょうか。

職人的商品開発 生産様式。人材育成を横軸に、晴部化社会を縦軸に置い

て腰を据えて、新しいモノづくりの心と技を当代一流の講師陣と共に考

えて参りたいと存じます。

関係各位の積極的な参加を期待致します。

●講義のすすめ方について●

講景品は、商品化`製品化にあたっての様 な々課題の克月屁を経て得た自らの

モノづくり観を語ります。塾生はコーディネータとともに、講師の職人的

モノづくりの発想の技法を学びます。そのことを通して、塾生各自が自ら

のモノづくり観を構築できるようにするものです。

● 司会 の こ とば●

本フォーラムではF職人』を(手殺)に優れるだけでなく、モノの本質を理

解し、素材や加工の統合的知識と判断力を持つ大と考えます。

職人はアイデ7の段階にあるものを具体的な製品にしたり、新しい美を生

み出す力をもっています。

日本の製造業は、曲がり角に来ているようにみえますが、それは量産加工

分野にすぎないとも言えます。

職人の力を活用し、斬新なアイデアを製品化したり、あるいは新しい美意

識にもとついた製品を生み出せば、次の展開に向けて一歩踏みだすことが

可能でしょう。

人類にとって、自然との共生が課題でもありますが、環境と調和した空間、

ヒトに優しい製品を創造する上でも、職人の復権が必要なのではないで

しょう力ち
(富沢 木 実)

◆受講対象◆

●製造業 (経営 企画 生 産 設 計 開 発 デザイン他)

●デザイン事務所 (インテリア プ ロダクツ グ ラフィック CGテ キスタイル ク ラフツ他)

●建築設計事務所

●大学・各種専門学校

●地方公共団体

企 画  協  力  ● 秋同芳夫/工業デザイナー

複本7壱7アタマトテ.インターナショナル

関 満博7専修大学

森 和 夫/械業能力開発大学校

特別アドバイザー●黒木靖夫/黒木靖夫事務所

企 画・監 修 ●言口 隆/ N T S

企 画  常l

i

作●資生堂イベントグループ
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r 3講 ・量を作る思想

壁`ュ生圭撃迎JどぢF

・職人を育てる

1講 ・職人性とは何か
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期一剛

電試眠d,価 値創造圭・職人■工作者本能、新旧のはざまで

今、なぜ職人か・職人性とは・デジタル時代の職人性とは

開議にあたつて■
“
職人

"の
今日的意味含

長銀総合研究所主任研究員 富 沢 本 案

llll羽生国鉄工技術顧問 森   清

(10100～ 1000)

基調 議 演 ロモ ノづ く りの物 語 ― オ リエ ン テー シ ョン と して…

t和資生堂取締役社長 ・福原 義 奮

(10130～ 11130)

第 1話 復 権 する職 人 ～今 、な ぜ職 人 か?

1想 像力の職人～創造性・Aイ テク・手仕事の融含

コーディネータ :現代構造研究所所長 三 島 彰

テキスタイル職人 新 丼 淳 ―

1誰 がクリエータか。産地 ・企業の技法集積とその活用 開 発

2日 本のクリエーションの条件としての伝統技法とハイテクの融合

3欧 米と日本のクリエーションを比較して

4ポ ス トインダス トリークリエータの条件

(12:30～ 14145)

2何 を作るべきか～価値あるモノづくり

コーディネータ :H MEP研究所所長 小 林 昭

セイコー電子工業ltt代表取締役副社長 守 茂 貞 雄

1ホ モ フ ァーベルとしてのモノづくりの歴史

2現 代の工業社会におけるモノづくりの反省

3モ ノづくりに携わる技術者への期待

4モ ノづくりの哲学の確立

5こ れからのモノづくりのあるべき姿

(15100～17:00)

第2話 伝統的職人性～カン ・コツ ・経験 ・伝承授術
1伝 統の中の授術～経験が育むモダン

コーディネータ:紫紅社 百 間 宰 雄  経 師 ・齢本 源 吾

1経師という職業の名称と仕事内容 2日 本の伝統文化を支え続けてきた

職人達の過去 現 在 ・末来 3襖 障子 和 紙貼り 施 工例

(10100～ 12:30)

2伝 統から近代へ～和票子一代記

コーディネータi lll本家 ・松回 彰 一

レオン自動機t網代表取締役社長 林   虎 彦

1手仕事から機械へ 2手 仕事と機械の共存

3機械による手仕事へ(素材にしたがう機械)

(10:30～16:00)

第3講 情報化時代の職人性～道具を変えても・・・

1デジタルクラフツマンシップ～デジタル使いこなしの授
コーディネータi llll資生堂宣伝部アー ト デ ィレクター 岩 城 隆 奥

llllメタ ,コーポレーション ジ ャパン代表取締役 高 沖 英 二

償〕国際メディア研究財団主任研究員 前 田ジョン

1ソ フトウェアによるクリエーション 2情 章R時代の伝承技術

(10:00～ 12:30)

2 EV文 明の神話～熟練技術をこえるということ

コーディネータ :東京造形大学教授 柏 本 博

日本EVク ラブ代表 館 内 端  EV手 作り教室/東京大学学生 ・片山 竜 エ

1ク ルマからEVヘ ー内燃機関から電気への転換

11文 明的視点(大量生産からパーソナルヘ)

12身 体的視点(機械感覚から電子テクノロジー的感覚へ)

13技 術的視点 (手作りの原点へ)

2 EVムーブメントの倉J造

(13!00～16:00)

プ ロフ ィー ル 隠演順)

富沢 木実瞥;講 ユ恥竹擢芽観或者謎
産業切]現代日本の自動車部品工業』『系列 を超えて』F新 職 人の時代‖宰。

森  清 鏑 iぽ 隅 県 堀 留 盤 s幌 子補

羽生国鉄工技術願問。専II 中小企業諭 lt術 投百旨論。「町工場―もうひとつ

の近代Jr旋盤ひとつでアジアが見えるす他 菩富多数。

福 原 義 春 罫 縮 :蘇 欝邸諮 軽 譜 コ 協 評 督 蛾 野

ックス ア メリカ社長を経て 75年 商品FIB発宮F長 78年 取締役外国部長 83年 申

務取締役 85年 事務取12F役 87年 取締役副社長 同 年7月取締役社長に llI 現 在

に至4者 書に 「企業は文化のパ トロンとなり得るかどr多元価値経営の時代せ他。

三 島 彰 鴨 品 詩 療 窪 藩 清 嬌 笠 恩 盟 陥 賢r藻

取締役を歴に。現在現代構造・
rl究

所所長。東京ファッションデザイナー協議会

癒問。90年以降 GAP JAPANに テキスタイルクリエーション連載。

新 井 淳
一

繍 暑摺 終 誰 愁 :纏 骨とを掩 鱗 〕ト

アイディアを表現する。産地活性化のみならず そ の創造力で繊維産業再編 を

も促す影響を持つポス トインダス トリー変革期を象徴する現代の職人。

小 林 昭 紆 ン が 離 聟 ,4譜 緒 よ件垂濯

原論Jの確立に向け情要↓を傾けている。者言に 『新技術開発へのヒントJIモフ

づくりの哲学1な ど多数。工学博士 技術士。

守 友 貞 雄 檻 者 1錮 習 F薔 挑 朧 匿 し

64年 セイコー治機設立に伴ない転措 工 作機械 (主として研削盤)設 計。多角

化商品 (コンプレッサ 真 空ポンプ等)の 立上げ.37年 セイコー柑機 (株)代

表取締役社長。セイコー電子工業 (林)事 務取締役兼任.94年 より現職。

吉 岡  幸 雄 豊 倍簡 智 験 誓 遂 親 を圭督「曇 艦 緊 覇

編集に携わる。87年 より栞司よしおかを怒示.染 織の11作と研究に従事。

鈴 木 源 吾 鮮 品撤 ギ 婿 裂 酔 途 糀 轡偏 朝

軸 とし伝統ある経師の仕事全般にもとより特に襖と和紅貼 りに力を入れ現在に

至る。

松 田 車
一

樹 梶 嘉 庸 斌

4‐

鱗 、景昆!辮 選

芸術貸 金 沢で鋭花障1場を主寧.作 品は同劇団や円 文 学座で上演。近作は林

虎彦をモデルの r和某子屋包匠:。

林 虎 彦 選 靖 岩れ 磐 ダ 檎 と予塔壇酬 番モ話

する研究を始め 自 動包あん機の開発に成功。同機の実用化成功を機に 63年

レオン自動機 (株)を 設立 し現在に至る.84年 (社)日 本食品機械工業会会長。

91年全国和票子研究団体連合会名告顧問.

岩 城  陸 奥 督豊督 称 事 務 腎 議 暫 弱 霧 猛 十塁 範 妥

社 し バ ッケージデザインを担当するかたわらデザインシステムを開発。最近

!iマルチメディア技術 を利用 したカウンセリンクシステムの開発 とイレターネ

ットのサーバー構業等の活動を行なう。



プロ

Lキ 札■ ―個主義の精神■職人的問品開発、使い手と作り手のはざまで

こだわりの職人的商品開発、道具・工業製品 芸 術品・社会経済環境の視点から

裏調講演■近末来の訂ほえ文化
―オーダー技術と作る授術、高齢化社会への急構一

工業デザイナー 秋 田 芳 夫

(1 0 : 0 0～1 1 : 0 0 )

第1話 訂8え物の文化～モノづくりにおけるユーザー作法の変化
コーディネータ :工業デザイナー 秋 同 芳 夫

池上左久作 池 上 喬 庸

1言)tえ刃物師としての必需品、注文帳

2使 い手と作り手の信頼感―昔の注文の仕方と今の注文の仕方

3い かに良い刃物を作るか―使い手の二一ズにどのように応えるか

4 tX の々日伝と伝承の世界一江戸鍛冶の注文帳

5江 戸9段冶と京都の伝統搬治の違い

(11:00～ 13:15)

第 2話 車 づ く り～作 品 と商 品 の はざ まで

コーディネータ:専修大学助教授 開   涌 博

SZオー トモビルllll代表取締役社長 櫻 井長一即

1商 品開発とは何か?

21回性派集団を育てる

9技 術の伝承と企業文化の倉J造

4国 内商品の未来は?一新職人への期待

(14:15～16:30)

高 沖 英 二
掛 芳 ぞ 滋 堤 灘 .郡 子饗 1雀 露

係のCD ROMタ イ トル向けにライセンス供給を開始。二次元解=↓図のコンテレ

ツを活かした情車P統合ネットワークの開発や専用システム開発への展開を予定。

前 田 ジ ョ ン
溝 総 札 景種骨暑 端 摺 炉 擢 統 発 生

MTに て計算機の並,JtttLEと可視化の研究に従事。その後 筑 波大学へ進む。

現在 良 いデザインに中有の衛素さとコンピュータが生み出すはるかな槙「r性

をいかに共存調和させるかを主題に研究を進める。

舘 内  瑞 ザダテ焔 。萌 う岳皆 概 をお語 を笙矛

ける。77年第2回 日本FlGPに 高橋国光のチーフ エ レジエアとして参加。92年

ゼロ エ ミッション Fカ ーの製作を発起。94年電気自動車 レース参加 同 年

「日本EVク ラフJ設 立っ

柏木 博 韻暑,即 督康塁i論
の産業デザイン思想』 (晶支社)『デザインの26世紀J(NHK)rユ ー トピァの夢』

(末来社)他 。

片 山  竜 二
鍋 醍 軍 響 趣 罷 併 雛 れ謂 螺 絣

あり方を考えているうちに 実 際に行動するひとつの手段 としてのEV作 りに出

会い EV敦 室に参力回する。

秋 岡  芳 夫 皆鮒 i晶 圭罫 覆 晶発 課 蟹 詫 ど晏ず 汚 畳種

創設。69年 以降 消 費者と生産者の対話のある物づくりを提唱 したモン モ ノ

運動を始める。 (財)ク ラフ トセンタージャパン顧間。毎 日産業デザイン賞他多

数b

第3話 初めての音づくり
コーディネータ :お茶の水女子大学教授 衛 丸 首 彦

ヴァイオリンマイスター ・杉山 和 良

1楽器製作の伝統技術

2ウ ァイオリン400年の歴史の中の現在

3ウ ァイオリン製作における音づくり

4今 、なぜ新作ウァイオリンか!

5見 えない部分の面白さ

(1000～ 12:00)

第4謡 職人的商品開発 ～日本 とイタ リアはどう違 うか?

コーディネータ :黒木臆夫事務所 。黒木 靖 夫

ジャパン プ ラス ・イタリア 。大島 悦 子

工業デザイナー 喜 多 俊 之

建具師 横 田 利 宏

1職人とその道具づくりの職人

2職 人間の競争

3イ タリア産地におけるモノづくりの特色、
“
職大

"

4“職人
'を

支える社会経済環境

の役割

( 1 3 : 3 0～1 6 : 0 0 )

前期終 了後  名 刺 交換会 を予定 してお りますの でぜ ひ ご参 加下 さい。

池 上 喬 庸 督鯖 品 岳龍 腎 坐易骨瑞 梶を私指編 セi緋

江戸期の和鉄鍛造を1手な として東京都優秀lf能者に選定 される。現在 既 に減

亡 した刃物の復元に意欲 を排やしている。

関 満 博 麒 呉 盟 ン 、警 1蘇 星衝繋

を経て95年 より草修大学助教授。専攻 産 業諭 中 小企業諭等。『伝統的地場

産業の研究1『現代ハイテク地域産業論 lrフ ルセット型産業構造を超えてJ他 。

樫 井 員
一

朗 ぱF籍 告讃 認 で 庁 嬌 撓 甥 満 品 縄

目進の開発に描わる。86年オーテックジャバン (林)代 表取締役社長P‐t仁。95

年より現職。独自のクルマ作 りの哲学に対 し t毎 日デザイン賞J受 賀 (80年)。

徳丸  吉彦額獣縫虚献揮動蕃話誤続整
大学者楽科教授で 民 族吉楽学を専門とする。 日本語による最近の仕事は す民

族言其学J(放 送大学教育振興合 ヽ990)。

本多山   和 E記 予堺,ラ 墨雄掌晨言骨手盗雪這昌云啓警呑算之分霧【,

ツ シ ュトットガルトにて マ イスターの資格を得る。現在大阪吹田市にて

ウァイオリシエ房を主=。

黒 木  i育 夫 督

3喬

予文霜艦 寵 監 星坊 琶ギ 手チ暑

部長。同年取締役就任。90年 ソニー企業 (株)代 表取lt役抗l■。93年 4月 (株)

黒木お夫事務所設立。者省に 『ウォークマン流企画術J(筑 摩書房)が ある。

大 島   悦 子 覇 鑑 第 縫を:盈 啓で香レ属套子当全業岳魯貫需

究員。91年 ジャバン プ ラス イ タリア社設立。ミラフと東京をll点 にイタリ

アの産業事情や物づ くりの研究に取 り組む。



rキ F‐ 量を作る思想■ 職人的生産様式、設計と生産のはざまで

理念や感性の量産品へのとり込み方・情報化社会での熟練技能の生かし方

基調講演■生活者重視の社会とモノづくり
―薯観的価値と社会 ・支1ヒ的な価値づくり…

通商産業省生活産業局生活文化産業企画官 ・関 成 手

(10:00～ 11:00)

第 1語 日本 品買 の創 造 ～ メー ド ・イ ン ・ジ ャパ ンを考 える

1.幌場からモデリスタを～感性品質の創造へむけて

コーディネータ :アパレルエ業新聞主幹 本 田 徹

デザイナーモデリスタ・牧 勝 則

辻洋装店 ・辻 庸 介

1日本とイタリアのアパレル産業強さの違い

2メ ー ド・イン・ジャパンの確立ヘー `日
本品質

'の
新 しい価1直基準とは

3服 作りを分断することで、優れた職人(モデリスタ)が育たない

4日 本的モデリスタの育成へ向けて一そのための教育と仕組みを考える

Sデ ザイナーとモデリスタの関係一日本とイタリアの場合

(11100～ 13115)

2ア ジャイル・コンピティション※～新職人的組織の再構築

ヨーディネータ :渡辺デザイン研究所 。渡辺 菓 夫

lT41クリエイティブ・ボックス代表取締役 ・旋江 建 男

ソニーllf取締役コンスーマーAV担 当 高 篠 静 強

1環 境変化と不確実性に対処できる組織のアジャイル性

2競 争力 (知識 ・スキル ・情報)を必要に応じて関係を結べるネットワーク

3平 均値でなく個々の環境に対する情報で動く (カスタマーにとっての価

値をみぬく)

4独 創を集団の目標にするには 5心 をこめたモノづくりとは

( 1 4 : 1 5 ～1 6 t 1 5 )

※アジャイルコンピティション i20世紀 を支配 したマスプロによる

競争に代わるアジャイルな (ag‖o‐III快な (捕神の)松 敏な)第 争原

理。米国製造業の読車力回復の要望に応えるため昨年より研究開発

が活発化。栄練この知識もその重要な構成要宗の一つ。

期後

第2話 情報fヒ社会を生きる職人

1,固有技術の復権とス中ル

コーディネータ:中京大学教授 ・小川 英 次 豊 田工機llll技監 ・和日 龍 児 他

1今 、なぜ固有技術か? 2 CALS社会における固有技術の意義

3固 有機能者の育成と機能継承 4メ カ トロニクス産業の未来とスキル

(10:00～ 12:00)

2田 工場の最前線

コーディネータ:専修大学助教授 関  満 博 l14羽生回鉄工技術顧間 森  精

アヽジアの成長、日本の成熟 2選 別の進む町工場で職人は

3高 度情報化と町工場の職人技術

(13:oO～ 15:00)

3ま とめ～どこにある情報化社会を生きる職人の働きの場

コーディネータ :lll羽生回鉄工技術顧間 ・森  精

中京大学教授 ・小川英決 専 修大学助教授 ・関 涌 博

( 1 5 : 1 0～1 6 t 3 0 )

第3話 高度授能獲得への道

1酒 造り・バイオ職人

コーディネータ :職業能力開発大学校助教授 ・森  和 夫

伊方杜氏 ・梶谷 幸 三郎  関 谷酒店 ・関谷 健 ニ

1,酉とは何か  2発 酵を捉えるセンサー 3飲 む感覚と造る感覚

4社 氏を生きる 5流 儀の違い      6酒 造りロボット論

(10:00～ 12:30)

2ハ イテク巨大機械システムの中の職人

コーディネータ:職業能力開発大学校助教授 ・森 利 夫

lBj電力中央研究所ヒューマンフアクター研究センター ・中村 肇

Hハ イテク職場で生きる職人達、何が問題か 2発 電所における労働(運転

と補修、直営と請負、他)3機 械システムの高度化と作業者の能力 4発 電

所における職人枝‐急には育たないハイテク職人 5求 められる職人像

( 1 3 t 3 0～1 6 1 0 0 )

プ ロ フ ィーー,レ (需演順)

喜 多 俊 之 ギ|'雪 ユ 遷 Eキ 終経 。

イ

虚 号 射 挽 斜 詮

したヨーロッバ及び日本を拠点に国際的に活躍。ニューヨーク近代美術館永久

コレクション (31184年)他  受 賞作多数。

横 田  利 宏

1 9 4 2年生。1 9 6 0年弟子入 り。建具師3 5年。

関 成 宰 轟 晶 是 既 賛 程 濡 醍 乳蟹 う獣 I

ド大学大学院 (公共政策)に 留学。大臣宮房lt務課長補佐 を経て 94年 5月 よ

り現職。子新生活文t産 業研究会=R告書 (9ず)Jの とりまとめに関わる。昨年

から 『生活価値台J造研究会Jを 主催。

本 多 徹 督許品;ゲ 響 混 観 濡 露 盤 錦 笛 占鰐 号

パレルエ業新聞Jを発行。アパレル産業の空洞化阻止へ 「メード イン ジャ

パンJをキャンペーン中。

牧 勝 員」 樹 罷 母 著 景1監 モ 嶺 玉 子辮 盤

む 9 3年 独立デザイナモデリス トとしてスター ト。オリジナルブラン ドイレブ

ンマキ 9ヽ 5 3。現在 I E C (イ タリアンエレジエアー ドクロージング)に よる

L W  R S (ラ イ トウエイ ト リ ラックススーツ)開 発

辻  庸 介 只審挽 補 記 盤 胃 摺 燃 済 補

5岳

チ琴督字

ベックス取締役 職 業副‖練校東京山手ファッション学院学鹿長

渡 辺  英 夫 ず ilテ 舟 ;予 万本 縄 ど魂 仏生 霊 イ デ 東

ックス論 S A B Fromajon論 を実践。ソニーブラン ドの高掲に努めた。91年 ツ

ニー企業専務 94年 独立 渡 辺デザイン研究所 を設立 デ ザインマネージメン

トコンサルタン トを行っている。

施 江 建 男 緩 魂 繁 濯 視 蝉 掛 坊 号猥課 晶畳言蓬名

職。他 東 京デザインネッ トワーク設立に関わり現在願問。題味、言道 (揮刻)

高 篠 静 雄 ず村 換 寮晶 名 r竪 会生 獣 誘 3卍 与

ニア バ イス ブ レジデン ト。95年 4月理事に就任。同年6月取締役に就仁。現

在に至る。

州 11 英 次 経製 癖晶 i坑 畳岳暑査景鞍 岳%襲 献 観 楢

造研究センター長。94年退官 同 大名誉教授 同 年中京大学経営学宮E教授。日

本中小企業学会会長他。独自の視点でスキル論を展開。『日本企業の生産システ

ムのオリジナリティ』他 著者 論 文多数

和 田 龍 児 補

4 矢

敏 毛襴 ピ ン 品曇言犠

取締役。87年専務取縮絵。95年 より同社技監就仁現在に至る。30年 日本社械学

会技術賞。90年紫綴褒章。95年国際日本ッ トFA技 術センター10周年感謝】犬他

昇呆  呑回ラ〔  習 看に轡窮皆召雰吾歪暑襟誓稽裾啓諮贅暑菫警若省卓?

る。人間工学のアプローチから生産技術論と生産技術教育の方法論を論じる。

主な図書は '生産技能の習熟過程J「ハイテク時代の技能労働』等がある。



総倉司会日宮沢木実/長銀総合研究所主任IjT究員プログラム

電監乙協醒p新
・職人の日土■人を育て、環境を育む、革新と伝価のはざまで

脱工業社会における職能開発 ・人材育成、環境創造 ・テクノロジーの未来

第1話 職人数菅のプログラム
1伝 統的な育て方、新しい育て方

コーディネータ :職業能力開発大学校助教授 ・小原 哲 郎

いかるが工舎舎主、自大工 小 〕11 三夫

1育 つを待つ育て方

2師 とT本

0問 題解決力を養う

4学 ぶ意欲の持続

5育 つ環境とは何か

( 1 0 : 0 0～1 2 2 0 )

2.情報fヒ時代の職人教育～,こ そ求められている技能者の育成

コーディネータ !職業能力開発大学校助教授 ,森  和 夫

キャノン附人事本部製造技術研修所所長 ・浅見 震 昭

高等専門学校学生 ,日本ットコンテス ト全国大会参加チーム

195年11月開催)
1企 業にとっての末来型職人

2技 術者かfl能者かの後に

3ロ ボットとの付き合い、そして出会い

4育 つ感性と造る感性

5考 える脳と実行する脳

6末 来型職人と教育訓練

7機 能水準の評価の仕方

(13:20～ 15:40)

(調査報告)現代中国の瓦職人～200o年 前の五博士

コーディネータ :GK道 具学研究所所長 ・山口 昌 伴

H中 国の瓦屋根

2古 式瓦の製法復元―薬師寺西塔

32000年後の瓦博士に会う

(16:00～17:00)

第2話 環境創造へのヴィジョン
1ィ伝統工法の近代1ヒ～世界的細流の中で

コーディネータ :東京芸術大学教授 斎 藤 英 俊

安井杢工務店副社長、数寄屋大工 受 井 清
1自然素材の見直し(竹土 紙 石灰 砂)
2素 材加工の見直し(乾燥法のarI究)
3工 法の見直し(軸組み工法の再考)
4伝 統工法見直しの世界的気運(竹紙 他)

2現 代建築と職人的なるもの(通訳付)

コーディネータ :Ktt maDedgn建築設計部長 ・押野見 郭 英

VKK・ カプルス事業言ほデザイン腰問 。フィリップ 0ボ ンプン

1現代建築に見る職人的なるもの

2機 械美学の終濡

9職 人と技術がもたらす新たなる可能性

421世紀の建築職人像

(1 3 1 2 0～1 5 : 4 0 )

終 講 テ クノロジ中の未来、職人的なるものへの期待
東京大学総長 ・首川 弘 之

( 1 6 : 0 0～1 7 : 0 0 )

(10:00～12:20)

後朗終 了後  名 刺 交換会 を予定 して お りますの でゼ ひ ご参加下 さいも

関 谷 健 二 =盤 曇品 雄 臨 圭颯 省翌 罫 鷲 星ケ予甥
ルブランド「かんなびの里Jを 開発.日 本で確―の日本酒プロデューサーとし
て独自のブランドを次々と生みだす。

梶 谷 幸 三 朗 凝 斎 せ是 滉 騒 磐 酪 理 需 算 課 [ [博 溌

後 76年 現在の酒六酒造 (林)に 社氏として入社 し 現 在に至る。全国鑑評会

全賞貿策 他 入選教知れす。

中 村  肇 脇 協 汽 警 椴 ぷ 長 経 導 緩
と技術のかかわりについて関心 を持つ。現在 技 能伝系及び発電所のヒューマ

ンファクター等の研究に取り組んでいる。

Jヽ ,テ煮  摯 雪日F母 を1糖 養]を召唇窒沓層雪拒看言昔警警督皆習督督雀昇

ら研究。主要論文に r向上割練 と技能の基碓J『常U御としてみたlj韓切『道具と

職人I等 がある。

JWil 三 夫 緯 塩 急 鞭 撃 蟹 矯 呈 暫

同西塔の再建に目J棟梁 として活距。77年 鵜工合 を設立。以後 国 土安棺寺等
全国各地の寺院の修理 改 禁 再 建 新 築の設計 施 工 模 型tl作に当たり現

在に至る。

浅見 展日召1鍮 警滝ン |!斉烹賃撤島習

山口 昌伴評皆濡胃寵罷 i塁罫撻畜輩塾 。『合PFl空間学せ『ネR風探索』ri口風の設計術J他多数。

斎 藤  英 俊 ギ f為 騨 置 予
巳縫 撤 誇

主任文化財調査官を経て現」Rl。95年度 日木建築学会賞。桂難自修理工事担当。
日本イコモス国内委員会委員。害管に '桂離自J(草 思社千1)。

安 井 清 推 聾 除 こ薯 熙 諜 子私 皆ょ縄 続
国室茶宣 「如庵Jの 移業工事 桂 離自の昭和大修理 国 宝茶宣 「待庵」修復
寺々。吉材バンクの会理事。竹文化振興協会常任理事 (財)京 都伝統建築技術
協会理事宰歴任。

押野見邦英絵盤登』尻憲覇軽私昏gf震難曇揚溶
所 (3CDデ ザイン大貸)な ど。位浜国立大学大学脱非常勤講師。

フィリップ101ボンゾン 沓昌テキど|1彗こ寮病雪≧言帰方編墾空と冨璽罫言督森

ける。最近では自社工場 を遭設 し施工にも意欲 ともやすまさに現代建築の職人

頭と呼ぶにふさわしぃ活躍.

吉 サ|1弘 之 督

38品

午品鎌 品 料 とこ薔 鯖 勝 陸 堺 見 :
年東京大学工学部助教授。78年同教授.89年 同工学:は長。93年同lt長現在に至
る。1日本ットと人間J「テクフグローフ』他き言 諭 文多数。



◆受 講 料◆

◆定   員 ◆

◆申込方法◆

資生堂デザインフォーラム 96

塾生募集

職人優権 ・次世代モノづくう塾

e e

全講通 しのご受講の場合H54,500円(テキス ト、消費税分4,500円を含む)

前期だけのご受講の場合 82)400円(テキス ト、消費税分2,400円を含む)

後期だけのご受講の場合 32,400円(テキス ト、,肖費税分21400円を含む)

150名(先着川目に定員に達するまで受付けます。)

●申込書に必要事項をご記入の上、FAX又 は、郵とにてご送付下さい。

(FAX 03‐3543-2035)

●折返 し受講証 と請求書をお送り致 します。受講証は当日受付にご提出

下 さい。

●受講料は開催 日10日前までにお支払い下さいますようお願い致 します。

(当日会場払いはご遠慮下 さい。)

●受講料の払い戻 しはいたしませんので、申込者がご都合の悪い場合は、

代理の方がご出席下 さい。

●支払方法…(振込先〉口座名 株 式会社 資 生堂

銀行振込/第 一勧業銀行 ,畏座支店 (普通預金口座)No 1370451

(銀行振込みの場合、原則として領収証は発行いたしません。)

(フ竹1/ElDOカ ードもご利用i東けます。)

●尚、振込み名は、参加申込書名でお願いいたします。

場◆ 資生堂別館3F会議皇
〒104 東 京都中央区銀座397

◆お問い合わせ◆ 資生堂イベントグループ
TEL 00 0248 6780(担当/岡内・馬場)

オ朱式会キ土 NTS

T E L  0 3  3 8 H 4  3 5 1 1 (担当/吉田)

通◆ :ぜf縦嵩冒幌壻射辞よ盤群銀座駅洵2山口より緋訪
●地下1京有楽町録 銀 に1丁 目町ヽ 10出 日よリイi歩 5分

●地下鉄イト宮茂草椋 東 SR座駅 錬 庄3丁 自方面出□より従歩2分

資 生 堂 デ ザ イ ン フ ォ ー ラ ム 9  6

F A X  0 3 日 3 5 4 3 口 2 0 3 5 の 申 込 み も 受 付 け て お り ま す 。

申込先 ・資生堂イベントグルーブ  〒 104 東 京都中央区銀座3‐9‐7 TEL03 3248 6フ 80

暫ン 地 図
・
臨

|   | l   l 言|  | |  |

|      1輝|     |

‐新橋  昭 和通り 東 銀座駅●    京 橋→

■通信欄

会 社  団 体名

事業所 部 署名

所在地〒

TEL                     FAX

■前t後期10日lal通しく¥154,500円税込〉

■前 期      く ¥8を1400円税込〉

■後 期      (¥32,400円 税込〉

受 講 者 名 所属部課名 役 職名 前後期通し 前  期 後  期

※受講されるlllに0印 を付けてください。






